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1 新しいインポート 

1.1 AutoCAD 2018 
AutoCAD 2018 DXF / DWGファイル形式のサポート. 

1.2 テキストによる曲げ線データの検出 
DXFに曲げ線を記述したテキストがある場合、読み込みではこれらのテキストを認

識して線を曲げ線に変換できます。 これは、Macsheet ISTとAutoNestの両方に適

用します。 

設定方法 

1. [入力設定]ダイアログボックスで[ｶﾗｰｺﾝﾊﾞｰｼｮﾝ]タブの[ラインを曲げ線に変換]
を選択します。 

2. [元の曲げ線のテキストを表示する]の選択を解除します。 

3. 図のように、正の角度の曲げ線の色を青に設定し、負の角度の色を赤に設定

します。 
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DXFは次のようになります。 

 
入力後、曲げ線は次のようになります。 

 
またMacsheet IST / AutoNestは、線を曲げ線として認識します。 例えば、

AutoCutでは曲げ線に対しての処理が選定できます。 

1.3 IGES STEPファイルを開く（オプション） 
MacsheetとAutoNestで3D板金部品やチューブパーツ（IGES / STEP）を直接開く

ことができます。 

1.3.1 3D Tube （オプション） 
3Dチューブパーツを開き（IGES / STEP）.TUBファイルを作成します。 

(3Dチューブファイルを開くには、オプション25を有効にする必要があります。） 
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 [ホームメニュー]で[登録済みパイプファイルを開く]をクリックします。 

ファイルの種類を選択します。 

 
[開く]をクリックします。 Macsheet ISTは入力ファイルから材質と板厚を初期設定

から取ります。 ドロップダウンリストで正しい材質と板厚を選定してください。 
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チューブが展開して開きます。 

 
こちらは３Dビュー 

 
Macsheet ISTとAutoNestは入力したファイルと同じフォルダに自動的に.TUBファ

イルを保存します。 
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1.3.2 3D 板金部品（オプション） 
3D板金部品（IGES / STEP）を開いて.DFTファイルを作成します。 

[ホームメニュー]で[部品ファイルを開く]をクリックします。 

ファイルの種類を選択します。 

 
[開く]をクリックします。 Macsheet ISTは入力ファイルから材質と板厚を初期設定

から取ります。 ドロップダウンリストで正しい材質と板厚を選定してください。 
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展開図です。 
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2 新しいMACsheet IST  

2.1 グループ別に色を表示します 
Macsheet ISTは処理されたグループを色で自動的に表示します。 
色を確認するには、[CAM編集]タブ=> [リポジショニングと移動]  
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2.2 測定コマンドで垂直・接線にスナップ  
距離を測定するとき、スナップオプションから垂直にスナップと接線にスナップを

選択することもできます。 
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3 新しいパンチ機能 

3.1 部品の端から端まで（Slit to End of Part） 
自動金型割付ダイアログボックス=> スリットタブで、外周切り欠き部分で金型の 

加工長を延長して、部品の端まで延長させることができます

 
この例では、Slit to End of Partオプションがチェックされていないと、ノッチ部分

に多くの金型が割付けられます。

 
このオプションを有効にすると、パンチ数が少なくなります。
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3.2 移動点を作成する際の直交モードのサポート 
金型の移動経路を調整するときに直交線に制限できるようになりました。 

CAMタブ=>使用金型をクリックします。 ダイアログボックスでマウスで順番指定を

クリックします。 

移動を調整するのに(A)ボタンを押すと、直交線を作成(V)するオプションが表示さ

れます。 これにより、直交線のみで移動点を設定することが容易になりました。 
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3.3 自動金型割付による多連金型のサポートの強化 

3.3.1 異形状の場合 
自動金型割付で特殊な穴（円形ではない）を持つ多連金型をサポートします。 

 

3.3.2 2方向の穴について 
自動金型割付で異なる方向の穴に多連金型を使用できます。 
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3.4 特殊金型ニブリング 
金型の円弧と同じ半径を持つ形状に特殊金型を使用してニブリングすることができ

ます。 
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4 新しいレーザー機能 

4.1 シートカットの新しいオプション追加  
シートカットを柔軟に作成するには、シート端にスナップしないフリーハンドで作

成する方法と複数のシートカットを追加する2つのオプションがあります。 CAM編

集タブ=>シートカットでそれらのオプションを設定できます。 

シートカットダイアログボックスです。  

 

4.1.1 シート端にスナップすることなくシートカットを追加 
シートカットダイアログボックスからOKをクリックすると、画面左上にSnap Edge
のチェックボックスが表示されます。  

Snap Edgeをオフにすると、2つのポイントをクリックすることで、シート上の任意

の2点間にシートカットを作成できます。  
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下図シートカットはノッチの2つの角の間にあります。 

 

4.1.2 複数のシートカット 
板材にシートカットを追加して、複数のシートカットを作成します。 

この例では、シートカットを追加して、2つの長方形を作成しています。

 
シートカットを追加するには 

1. シートカットダイアログボックスで、固定部品と手動へチェックします。 

[前作業を全部削除]チェックをオフにします。  

[OK]をクリックします。 

2. シートカットを追加するポイントでクリックします。 AutoNestでは、シ

ートの端からシートカットを開始します。 

3. Snap Edgeのチェックを外します。 (画面左上). 

4. シートカットを終了するポイントをクリックしてください。 

5. Enterキーを押します。  



MACsheet IST 

18 
 

紫色部分が追加したシートカットです。 

 

4.2 テキストマーキングのためのプリンタオプション  

 加工機にプリンタ装置がある場合にのみ使用できます。 

CAM => ケガキ文字をクリックすると金型順序ダイアログボックスが開きます。  

プリンタを選択するオプションを追加しました。 

 



Version 17 
 

19 
 

4.3 フリーハンドカットを追加 
(Macsheet ISTのみ) 

ホームタブ=>レーザー加工を追加をクリックします。                                             
[Free-Hand cut]にチェックを入れます。 
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[OK]をクリックします。                           

切断線を追加するには、開始点と終了点をクリックします。           
例で下図を参照してください。 

 
右側の延長切断線を追加しています。 
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4.4 レーザ加工条件表  
板厚ごとに設定できるようになりました。  

ホームメニュータブ=> レーザ加工条件表で、材料ごとの切断条件初期値ボタンをク

リックします。 

 
材質名左側のプラス記号をクリックし各板厚からデフォルトガスやノズル・レンズ

を変更することが可能になりました。 
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4.5 ジョイント追加時の金型順序設定 
外周へジョイントを追加して金型順序を与えることでレーザ加工を分割することが

できます 

 
ジョイント部分へ金型順序に入力した番号を表示します。 
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外周のレーザ加工での加工順番を制御できるようになりました。 
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5 新しいオートネスティング 

5.1 検証と自動金型割付/レーザ自動加工 
Auto Allボタンを使用して、検証と割付を実行します。 

 
[オーダー作成]と[オーダーを編集]ダイアログボックス、ホームメニュータブ=>数量

で実行できます。 

CAMを変更する場合（例：CAMタブ=> CAM編集の場合 ）         

By Selectionのオプションがあります。  

 変更する部品をクリックします。 

 Enterをクリックします。 
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5.2 板材データベースにオフセットやその他を定義  
板材データベースでは、さらに設定を定義することができます。 

 Size ID2 ： 第二のサイズ ID 

 Sheet Location ：材料の位置 

 DX Orig, DY Orig, DX End, DY End ：材料のオフセット（余白）  

 Date Running Number ：更新日時   

材料サイズダイアログボックス（赤枠内）の新しい列を参照してください。 

 
各種設定=>加工機設定=>加工機タブでUse offset from sheets DBにチェックする

ことで、すべてのシートサイズに対して特定のオフセットを設定することができま

す。 
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AutoNestで板材データベースに登録した情報に従ってオフセットを設定します。  
この例では、Xのオフセットは50、Yのオフセットは50です。         

（上記のダイアログボックスの紫色枠内を参考）  

 

5.3 シート端のパンチを自動削除 
シートの端にパーツを配置すると、AutoNestは自動的にシートの端にある金型を取

り除きます。 
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5.4 矩形部品作成ライブラリー部品のサポート 
1.  アプリケーションボタンをクリックします。=>矩形部品作成 

 
2. [矩形・楕円を作成]ダイアログボックスで[ライブラリの部品] 。 
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部品ライブラリー画面が開きます。 

 
3.  形状を選択し[確定]をクリックします。                  

ライブラリ部品設定ダイアログボックスで寸法を定義します。 

 
4.  [確定]を２回クリックします。 
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部品が部品バーに表示されます。 

 

5.5 矩形部品ネスティングさん幅共通 
AutoNestは金型を考慮して部品が破壊されないようにします。 

CC Distance ：金型の幅を定義します。 
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部品の外周を超えて金型がある場合、AutoNestでは部品を配置して他の部品が破壊

されないようにします。 

 

5.6 金型順序ルールでリポジションタイプを追加  

 パンチおよび複合機にのみ関連します。 

金型順序を定義するときに、金型のリポジションタイプを選択できるようになりま

した。 各種設定=>加工機設定=> NCオプションタブをクリックします。     

[リポジションタイプ]で選択します。
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6 新しいチューブ (チューブオプション) 

6.1 新しいチューブの搬入/搬出  
各種設定=>加工機設定には、搬入/搬出の新しいタブを新設しました。 

 
ホームメニュー=>板材とクランプ設定で見ることもできます。 
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7 新しいコイル(Coil) 

7.1 部品オーダーによるネスティング 
コイルの場合、AutoNestは部品オーダーに従ってネスティングを実行できます。  

1. 部品をシートに置きます。  

2. 次の部分が現在のサブネストに適合している場合は追加します。           

適合しない場合は新しいサブネストを作成してください 

 

設定  

1. ホームメニュー=>オートネストをクリックします。   

2. オートネスティングを開始/継続ダイアログボックスで、高度な設定=>コイ

ルタブをクリックします。                     

[Nesting by Part Order]を選択します。 
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